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河北省出土の魏晋鏡（福永・森下）

一
　
調
査
の
経
緯

　
三
角
縁
神
獣
鏡
は
日
本
の
古
代
を
研
究
す
る
上
で
き
わ
め
て
重
要
な
考
古

資
料
で
あ
る
が
、
そ
の
製
作
地
や
性
格
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
大
き
く
異
な
る
意

見
の
対
立
が
続
い
て
い
る
。
中
国
製
説
、
日
本
製
説
、
い
ず
れ
と
も
決
着
が

つ
か
ず
、
論
争
は
膠
着
状
態
に
あ
り
、
　
気
に
解
決
に
至
る
よ
う
な
研
究
の

展
開
を
期
待
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
は
、
製

作
地
問
題
に
と
ら
わ
れ
ず
、
同
晴
期
の
魏
鏡
、
呉
鏡
、
日
本
製
の
鏡
を
総
合

的
に
検
討
し
、
そ
の
位
置
づ
け
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
な
作
業
に
な
る

と
思
わ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
問
題
意
識
の
も
と
に
、
筆
者
の
～
人
福
永
は
一
九
九
二
年
に

「
特
異
な
規
矩
鏡
」
の
～
群
に
注
目
し
、
こ
の
鏡
群
が
、
反
転
し
た
L
字
形

文
様
な
ど
の
特
徴
か
ら
漢
代
の
方
格
規
矩
四
神
鏡
と
は
区
別
で
き
る
一
方
、

長
方
形
を
な
す
錘
孔
形
態
、
外
周
突
線
の
存
在
な
ど
稀
な
要
素
が
通
ず
る
こ

と
か
ら
三
角
縁
神
獣
鏡
と
の
関
連
性
を
持
つ
こ
と
を
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
こ

の
鏡
群
の
製
作
地
が
中
国
北
方
に
あ
る
こ
と
を
想
定
す
る
と
と
も
に
、
製
作

工
人
が
三
角
縁
神
獣
鏡
の
製
作
に
も
関
与
し
た
可
能
性
を
主
張
し
た
（
福
永

一
九
九
二
）
。
そ
の
後
、
一
九
九
四
年
に
京
都
府
大
田
南
5
号
墳
か
ら
、
青

龍
三
年
目
二
三
五
年
）
と
い
う
魏
の
紀
年
銘
を
も
つ
こ
の
種
の
方
格
規
矩
四

神
鏡
が
出
土
し
た
こ
と
に
よ
り
、
製
作
地
は
と
も
か
く
と
し
て
、
三
角
縁
神

獣
鏡
と
魏
領
域
の
鏡
生
産
と
の
関
係
は
資
料
的
に
も
あ
る
程
度
裏
付
け
を
増

す
こ
と
と
な
っ
た
（
横
島
・
丸
山
一
九
九
八
）
。

　
一
方
面
下
も
、
立
木
修
氏
、
妻
崎
正
彦
氏
ら
の
研
究
（
立
木
～
九
九
四
、

車
崎
一
九
九
四
）
を
継
承
し
な
が
ら
三
世
紀
の
中
国
鏡
を
広
く
検
討
す
る
中
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で
、
三
世
紀
第
二
四
半
期
以
降
、
新
た
な
文
様
を
創
造
す
る
こ
と
な
く
漢
鏡

の
模
倣
、
あ
る
い
は
変
形
に
終
始
す
る
よ
う
に
な
る
鏡
生
産
の
状
況
が
汎
中

国
的
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
福
永
の
い
う
門
特
異
な
規
矩
鏡
」
は

中
国
北
方
に
お
け
る
そ
う
し
た
あ
り
方
を
示
す
有
効
な
資
料
で
あ
る
と
理
解

し
た
（
森
下
一
九
九
八
）
。

　
一
九
九
六
年
八
月
、
福
永
は
中
国
遼
寧
省
、
河
北
省
、
北
京
市
に
お
い
て

こ
う
し
た
関
連
鏡
群
を
広
く
調
査
す
る
機
会
を
得
て
、
そ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど

が
長
方
形
鉦
孔
を
も
つ
こ
と
を
確
認
し
、
ま
た
規
矩
鏡
以
外
の
他
の
鏡
式
に

も
こ
の
耳
孔
を
も
つ
も
の
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
（
福
永
一
九
九

七
）
。

　
同
年
、
河
北
省
文
物
研
究
所
か
ら
『
歴
代
銅
金
紋
飾
』
と
題
す
る
、
河
北

省
下
出
土
鏡
を
多
数
掲
載
し
た
画
期
的
な
書
物
が
発
刊
さ
れ
た
（
裟
編
～
九

九
六
）
。
そ
の
中
に
は
こ
の
関
達
業
繋
と
考
え
ら
れ
る
例
も
多
数
掲
載
さ
れ

て
い
た
が
、
と
り
わ
け
注
目
さ
れ
た
の
は
「
吾
作
明
鏡
甚
猫
奇
」
で
始
ま
る

特
徴
的
な
銘
文
を
も
つ
方
格
規
矩
鏡
で
あ
る
。
こ
の
銘
文
は
独
特
の
語
句
を

ふ
く
む
例
の
少
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
静
岡
県
松
林
山
古
墳
鵡
土
の
三
角
縁

二
神
二
獣
鏡
と
は
ま
っ
た
く
の
同
銘
で
あ
る
。
三
角
縁
神
獣
鏡
と
「
特
異
な

規
矩
鏡
群
」
を
む
す
ぶ
重
要
な
資
料
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
「
五
年
二
月
四

日
」
と
い
う
年
を
記
し
た
獣
首
鏡
も
、
後
述
す
る
よ
う
に
「
甘
露
偏
を
省
略

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
魏
の
紀
年
鏡
と
し
て
は
、
申
国
で
の
出
土
地
方
が

わ
か
る
は
じ
め
て
の
例
と
な
る
。

　
一
九
九
九
年
八
月
に
は
福
永
、
森
下
の
両
名
で
河
北
省
石
家
荘
に
あ
る
河

北
省
文
物
研
究
所
を
訪
れ
、
こ
の
公
表
さ
れ
た
二
面
の
鏡
を
中
心
に
惚
面
の

鏡
を
実
地
に
調
査
す
る
機
会
を
得
た
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
重
要
な
資
料
を

紹
介
し
、
そ
の
位
置
づ
け
に
闘
し
て
も
二
、
三
の
検
討
を
試
み
た
い
。

　
調
査
の
計
画
、
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
龍
谷
大
学
徐
光
輝
先
生
に
は
金
面

的
な
ご
指
導
と
ご
援
助
を
い
た
だ
い
た
の
み
な
ら
ず
、
現
地
に
も
同
道
し
て

い
た
だ
い
た
。
一
九
九
六
年
の
調
査
で
は
河
北
省
文
物
事
業
管
理
局
連
文
瑞

先
生
、
北
京
市
文
物
研
究
所
斉
心
所
長
、
黒
光
先
生
、
程
瑞
秀
先
生
、
遼
寧

省
博
物
館
藺
新
建
先
生
、
盤
山
県
文
物
保
管
所
王
志
斌
所
長
、
撫
寧
県
文
物

保
管
所
蓑
柔
成
所
長
、
趙
子
英
先
生
、
呉
克
賢
先
生
の
お
世
話
に
な
っ
た
。

一
九
九
九
年
に
は
、
河
北
省
文
物
研
究
所
の
郭
瑞
海
所
長
、
劉
宗
奇
先
生
、

馬
身
清
先
生
、
裟
淑
蘭
先
生
、
韓
立
森
先
生
に
恩
恵
を
受
け
た
。
郭
先
生
に

は
本
稿
へ
の
写
真
提
供
に
格
別
の
ご
配
慮
を
い
た
だ
き
、
四
歴
代
銅
鏡
紋

飾
』
の
編
集
者
で
あ
る
斐
先
生
か
ら
は
河
北
省
出
土
鏡
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま

な
ご
教
示
を
得
た
。
ま
た
甘
露
五
年
鏡
と
の
比
較
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
黒

川
古
文
化
研
究
所
の
西
村
俊
範
先
生
か
ら
調
査
の
便
宜
と
有
益
な
ご
教
示
を

得
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
多
数
の
研
究
者
の
ご
援
助
を
得
た
こ
と
を
記
し
、
心

か
ら
謝
意
を
表
し
た
い
。
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河北省出土の魏晋鏡（福永・森下）

二
　
調
査
事
例
の
紹
介

（
一
）
　
門
吾
作
甚
鯉
濃
」
銘
適
格
規
矩
鳥
文
鏡
（
図
版
一
一
1
、
図
1
－
1
、

　
　
図
3
！
1
）
　
直
径
一
五
・
四
㎝

　
一
九
七
二
年
九
月
河
北
省
易
県
三
下
都
武
陽
台
東
採
集
（
襲
編
～
九
九

六
）
。
河
北
省
文
物
研
究
所
蔵
。
挿
穂
時
の
状
況
は
明
ら
か
で
な
い
。
鏡
体

は
凸
面
を
な
し
、
縁
部
は
平
縁
で
あ
る
が
、
縁
部
端
面
は
斜
め
に
立
ち
あ
が

る
（
以
下
、
傾
斜
端
面
と
呼
称
）
。
銀
は
半
球
形
。
鉦
孔
の
一
端
の
形
態
は

隅
が
や
や
丸
み
を
も
つ
長
方
形
、
い
ま
一
方
は
上
辺
が
直
線
状
を
な
す
逆
三

角
形
を
呈
す
る
。
双
方
と
も
鉦
孔
下
端
は
鏡
背
面
よ
り
浮
い
た
と
こ
ろ
に
位

置
し
、
厳
格
と
平
行
に
開
口
す
る
。

　
鉦
の
周
囲
に
方
絡
を
配
し
、
内
側
の
四
隅
に
円
圏
を
め
ぐ
ら
し
た
小
乳
を

置
き
、
そ
の
間
に
二
本
ま
た
は
三
本
一
組
の
母
線
と
小
乳
を
交
互
に
並
べ
る
。

方
面
の
外
側
は
規
矩
を
表
す
T
字
形
、
L
字
形
、
V
字
形
の
図
形
で
区
切
り
、

そ
の
間
に
円
圏
座
小
乳
を
背
負
う
よ
う
に
八
体
の
鳥
文
を
配
す
る
。
羽
を
広

げ
、
後
ろ
に
尾
を
伸
ば
し
た
、
ほ
ぼ
同
じ
姿
態
の
鳥
で
あ
る
が
、
表
現
を
少

し
ず
つ
異
に
す
る
。
L
字
形
は
漢
代
の
方
格
規
矩
四
神
鏡
が
逆
L
字
を
常
と

す
る
の
に
対
し
、
正
し
字
と
な
っ
て
い
る
。
T
字
は
横
画
と
縦
画
の
接
す
る

部
分
が
線
で
隔
て
ら
れ
て
い
な
い
タ
イ
プ
。
灘
区
外
周
に
は
「
吾
作
明
鏡
甚

濁
障
囲
子
陰
型
富
無
砦
」
と
い
う
一
四
字
の
銘
文
が
め
ぐ
る
。
「
奇
」
「
孫
』

門
砦
」
は
左
右
が
反
転
し
た
左
字
。
銘
帯
の
外
側
に
は
櫛
歯
文
が
と
も
な
う
。

一
段
高
い
外
区
は
幅
の
狭
い
無
文
帯
と
一
条
の
鋸
歯
文
帯
と
か
ら
な
り
、
両

者
の
間
に
は
浅
い
凹
線
が
め
ぐ
る
。
鋸
歯
文
帯
の
先
端
に
は
一
条
の
突
線
が

つ
く
。
鋳
上
が
り
は
や
や
甘
く
、
銘
文
や
図
幅
の
線
の
頂
部
は
丸
み
を
帯
び

る
。
型
の
破
損
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
文
様
の
つ
ぶ
れ
部
が
、
昇
格
上
や
櫛

歯
文
帯
な
ど
に
み
ら
れ
る
。
ま
た
籔
状
の
線
が
論
文
を
縦
横
に
走
る
。
方
格

の
一
辺
の
外
側
に
は
、
辺
と
平
行
す
る
方
向
に
伸
び
る
凸
線
が
み
ら
れ
る
。

こ
れ
は
線
を
描
き
な
お
し
た
跡
を
示
す
も
の
か
、
あ
る
い
は
割
付
線
の
痕
跡

を
示
す
も
の
か
。

（
二
）
　
方
格
規
矩
鳥
文
鏡
（
図
版
一
1
2
、
図
3
1
2
）
　
直
径
一
五
・

　
　
八
㎝

　
一
九
八
五
年
紅
中
県
留
守
営
鎮
馬
庄
村
禺
土
。
撫
寧
県
文
物
保
管
所
蔵
。

出
土
時
の
情
報
は
明
ら
か
で
は
な
い
（
趙
一
九
九
一
）
。
鏡
体
は
や
や
厚
み

の
あ
る
凸
颪
鏡
。
鉦
は
半
球
形
で
、
円
圏
座
を
持
つ
。
円
圏
座
の
端
に
は
方

格
の
四
隅
に
向
け
て
小
さ
な
悪
文
を
加
え
て
い
る
。
鉦
孔
は
鋳
造
後
に
や
や

整
形
が
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
本
来
は
長
方
形
錘
孔
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高

い
。
開
園
方
向
は
方
格
に
対
し
て
や
や
斜
行
。

　
方
格
内
に
は
暖
国
座
を
施
し
た
一
〇
乳
の
間
に
米
印
（
※
）
や
四
辺
が
内

湾
し
た
四
角
形
の
よ
う
な
小
図
形
を
配
す
る
。
管
区
主
文
部
は
円
圏
座
乳
を
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背
負
う
よ
う
に
し
て
資
格
の
一
辺
に
沿
っ
て
二
体
ず
つ
、
計
八
体
の
濡
文
を

描
く
。
T
L
V
字
の
う
ち
、
L
字
は
正
し
字
、
丁
字
は
上
述
の
「
吾
作
善
猫

奇
」
銘
鏡
と
お
な
じ
く
横
画
と
縦
画
の
接
す
る
部
分
が
線
で
隔
て
ら
れ
て
い

な
い
タ
イ
プ
、
V
は
著
し
く
媛
小
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
通
常
の
樫
鳥
位

置
に
は
、
方
格
規
矩
鏡
と
し
て
は
異
例
の
文
様
帯
が
巡
る
。
や
や
間
隔
を
あ
・

け
て
内
向
、
外
向
鋸
歯
文
を
交
互
に
施
し
、
そ
の
内
部
や
周
囲
を
渦
文
や
珠

点
で
埋
め
る
珍
し
い
文
様
で
あ
る
が
、
北
京
市
収
集
の
唐
草
文
鏡
に
酷
似
す

る
例
が
あ
る
（
図
1
1
5
、
程
・
程
～
九
八
九
）
。
外
区
は
単
帯
の
鋸
歯
文

帯
を
重
ね
、
縁
は
傾
斜
端
面
を
持
つ
平
縁
。
錆
の
た
め
仕
上
げ
の
状
況
は
不

明
瞭
で
あ
る
が
、
方
格
上
は
鋳
造
後
に
遡
り
込
ん
だ
可
能
性
が
あ
る
。

（
三
）
　
方
格
規
矩
鳥
文
鏡
（
図
版
一
1
3
、
図
3
…
3
）
　
直
径
＝
二
・

　
　
四
㎝

　
｝
九
九
〇
四
身
寧
県
郡
各
藩
出
土
。
撫
寧
県
文
物
保
管
所
蔵
。
報
告
者
は

鏡
の
出
土
し
た
1
号
傳
室
墓
を
酉
晋
初
期
の
墓
守
と
み
る
（
閻
ほ
か
一
九
九

一一

j。

ｾ
体
は
全
体
に
薄
い
仕
上
が
り
で
、
鏡
面
は
緩
い
凸
面
を
な
す
。
鉦

は
半
球
状
で
円
座
を
持
つ
。
方
格
と
平
行
に
開
口
す
る
管
路
は
入
日
部
分
が

湯
冷
え
の
た
め
や
や
丸
み
を
帯
び
て
い
る
が
、
明
確
な
長
方
形
婁
孔
で
あ
る
。

　
方
格
殺
に
は
小
篇
間
に
十
二
乱
丁
を
記
す
。
内
臓
主
文
部
は
円
丘
座
小
里

を
背
負
う
よ
う
に
し
て
方
格
の
一
辺
に
沿
っ
て
二
体
ず
つ
、
計
八
体
の
高
文

が
描
か
れ
て
い
る
。
鳥
は
ず
ん
ぐ
り
と
し
た
体
部
を
持
ち
、
対
を
な
す
一
体

の
太
い
尾
羽
が
T
L
字
の
間
に
入
り
込
む
特
異
な
表
現
で
あ
る
が
、
遼
寧
省

遼
陽
三
道
壕
か
ら
出
土
し
た
「
同
出
余
州
」
銘
方
格
規
矩
譲
文
鏡
の
鳥
文
表

現
に
酷
似
し
て
い
る
（
図
1
1
2
、
東
北
博
一
九
五
五
）
。
L
字
は
正
し
字
、

四
箇
所
あ
る
V
字
は
鈍
角
気
味
で
屈
曲
の
程
度
に
統
一
が
な
い
。
内
区
外
周

の
銘
帯
は
な
く
、
櫛
歯
文
は
斜
行
。
外
垣
は
鋸
歯
文
、
複
線
思
召
、
鋸
歯
文

の
三
帯
構
成
で
縁
は
傾
斜
端
番
と
な
る
平
縁
で
あ
る
。
方
格
や
T
L
V
畿
内

に
は
条
線
が
見
ら
れ
る
が
、
表
面
が
な
め
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
鏡
に

直
接
仕
上
げ
削
り
を
施
し
た
と
は
思
え
な
い
。

（
四
）
　
円
圏
規
矩
鳥
文
鏡
（
図
版
ニ
ー
2
、
図
1
－
3
、
図
3
1
4
）
　
直

　
　
径
～
五
・
五
㎝

　
一
九
八
八
年
盤
山
県
聖
仏
鎮
西
田
棊
村
出
土
。
盤
山
県
文
物
保
管
所
蔵
。

村
民
に
よ
っ
て
開
墾
時
に
碑
、
土
器
、
貨
泉
、
冷
艶
銭
な
ど
と
と
も
に
回
収

さ
れ
た
（
劉
・
王
「
九
九
二
）
。
鏡
体
は
薄
く
、
鏡
面
は
顕
著
な
凸
面
を
な

す
。
重
量
工
九
五
9
。

　
鉦
は
円
圏
座
を
持
つ
小
振
り
な
半
球
形
で
、
鉦
孔
形
態
は
や
や
い
び
つ
な

が
ら
も
長
方
形
に
近
い
。
二
条
か
ら
な
る
円
圏
と
錦
手
の
問
に
は
、
時
計
回

り
に
「
位
至
三
公
九
卿
侯
王
」
の
銘
を
離
乳
と
交
互
に
一
字
ず
つ
記
す
。
内

編
主
文
区
に
は
T
L
字
文
に
よ
っ
て
五
等
分
さ
れ
た
各
空
間
に
円
圏
座
小
竿
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河北省出土の魏晋鏡（福永・森下）

e／／，，

i・relli’

　　　　　　　　　　　図1　河北省出土の魏晋鏡と関連鏡

1　河北省易県顎下都武篇台，2　遼寧省遼陽三道壕1号墓（16．8cm），3　河北省監山

県聖仏鎮西田二村，4　北京市収集（16，6cm）5　北京市収集（16．5c皿），6　河北省

懐来県
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　　　　図2　魏の獣首鏡

1　「五年」銘獣歯鏡（河北省高碑店市）

2　甘露五年獣耳鏡（書道博物館蔵）

に
向
き
あ
う
よ
う
に
二
体
ず
つ
、
計
一
〇
体
の
隠
文
を
配
す
る
。
L
字
は
正

し
字
。
内
区
外
周
に
は
S
字
を
基
調
と
す
る
簡
素
な
唐
草
文
帯
と
櫛
歯
文
帯

が
巡
る
。
こ
う
し
た
内
区
構
成
は
北
京
市
収
集
の
円
圏
規
矩
鳥
文
鏡
と
同
一

で
あ
る
（
図
1
1
4
、
程
・
張
一
九
八
二
）
。
外
区
は
三
帯
の
鋸
歯
踊
帯
に

外
周
突
線
を
加
え
た
構
成
、
縁
は
や
や
傾
斜
す
る
端
面
を
持
つ
平
縁
で
あ
る
。

鏡
背
の
表
面
に
は
出
土
後
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
伴
う
条
痕
が
残
っ
て
い
る
が
、

製
作
時
に
T
L
字
や
円
圏
上
を
仕
上
げ
削
り
し
た
様
子
は
認
め
ら
れ
な
い
。

（
五
）
　
「
五
年
」
銘
獣
首
鏡
（
図
版
ニ
ー
1
、
図
2
1
1
、
図
3
1
5
）

　
　
直
径
一
五
・
九
㎝

　
一
九
七
八
年
、
高
機
店
市
で
輯
選
（
斐
編
一
九
九
六
）
。
重
さ
三
五
一
9
。

次
章
で
検
討
す
る
よ
う
に
、
魏
の
甘
露
五
年
鏡
と
考
え
ら
れ
る
。
出
土
状
況

は
不
明
。
凸
面
を
な
す
三
体
は
全
体
に
薄
手
だ
が
、
縁
の
あ
た
り
で
や
や
顕

著
に
厚
み
を
増
す
。
半
球
状
の
鉦
は
底
部
径
一
・
七
㎝
ほ
ど
の
小
形
鉦
。
鉦

孔
は
長
方
形
を
呈
し
、
い
わ
ゆ
る
糸
巻
形
の
先
端
方
向
に
開
口
す
る
。

　
鉦
座
は
円
圏
の
内
側
に
左
回
り
の
風
車
状
図
形
を
表
現
す
る
。
四
方
に
伸

び
た
糸
巻
形
の
内
側
に
は
銘
の
代
わ
り
に
主
文
の
曝
首
と
よ
く
似
た
獣
面
を

描
き
、
先
端
の
蠕
幅
形
内
部
に
は
周
囲
を
窪
ま
せ
た
珠
点
を
三
つ
並
べ
る
。

獣
首
の
表
現
は
周
囲
の
雲
気
状
部
分
も
含
め
て
流
麗
さ
を
欠
く
。
主
文
区
外

周
に
は
二
条
の
圏
線
で
区
画
し
た
銘
帯
を
設
け
、
反
時
計
回
り
に
「
五
年
二
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月
四
日
右
尚
方
師
作
寛
清
且
明
君
宜
高
官
位
至
三
公
保
宜
子
」
の
二
六
字
を

記
す
。
明
ら
か
な
左
字
に
傍
点
を
付
し
た
が
、
逆
に
明
ら
か
に
正
字
と
認
め

ら
れ
る
の
は
「
五
」
、
「
月
」
、
「
位
」
な
ど
で
あ
る
。
末
尾
数
文
字
の
字
配
り

は
い
か
に
も
窮
屈
に
み
え
る
。
連
弧
文
帯
の
弧
数
は
二
四
、
弧
の
曲
線
は
緩

い
。
最
外
周
の
吊
雲
文
帯
は
菱
形
が
間
延
び
し
た
六
角
形
に
な
る
。
縁
は
顕

著
な
傾
斜
端
面
を
持
つ
平
縁
。
聖
断
文
帯
の
外
周
の
一
部
に
仕
上
げ
削
り
が

認
め
ら
れ
る
。

（
六
）
獣
帯
鏡
（
図
版
ニ
ー
3
、
図
1
1
6
、
図
3
－
6
）
　
直
径
一
〇
・

　
　
五
㎝

　
一
九
六
六
年
懐
来
県
征
集
（
斐
編
　
九
九
六
）
。
河
北
省
文
物
研
究
所
蔵
。

出
土
時
の
状
況
は
不
明
。
黄
体
は
凸
面
を
な
し
、
平
縁
。
半
球
形
の
鉦
を
通

河北省出土の魏晋鏡（福永・森下）

西

口

劇甚

図3　鉦孔と縁部形態
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る
孔
の
一
端
は
や
や
腰
高
の
長
方
形
で
鏡
背
面
近
く
に
あ
り
、
も
う
一
端
は

湯
廻
り
が
わ
る
く
や
や
丸
み
を
帯
び
、
鏡
背
面
か
ら
浮
い
た
と
こ
ろ
に
位
置

す
る
。

　
聖
霊
に
は
九
つ
の
円
連
座
小
勢
を
め
ぐ
ら
す
。
小
々
闘
に
は
銘
は
認
め
ら

れ
な
い
。
内
区
主
文
部
は
同
じ
く
円
圏
座
を
持
つ
六
つ
の
小
乳
で
区
画
し
、

そ
の
閥
に
玄
斌
、
鳥
、
向
か
い
合
う
神
仙
の
図
像
を
突
線
で
表
現
す
る
。
特

徴
的
な
玄
武
の
像
は
、
こ
れ
が
「
特
異
な
規
矩
鏡
群
」
と
関
連
の
深
い
こ
と

を
物
語
る
が
、
頭
の
表
現
が
省
略
さ
れ
て
い
る
点
に
や
や
新
し
い
要
素
が
認

め
ら
れ
る
（
福
永
一
九
九
六
）
。
鳥
文
に
は
、
横
向
き
で
羽
を
広
げ
た
一
体

を
表
現
し
た
も
の
、
羽
を
閉
じ
た
二
体
が
背
中
を
向
か
い
合
わ
せ
に
し
た
も

の
、
羽
を
閉
じ
た
鳥
文
の
後
ろ
に
別
の
小
像
を
つ
け
る
も
の
の
三
種
が
あ
る
。

神
伯
像
の
間
に
は
簡
単
な
博
山
炉
風
の
表
現
が
あ
る
。
内
区
外
周
は
櫛
歯
文
。

一
段
高
い
外
区
に
は
二
重
の
外
向
鋸
歯
文
帯
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
鋸
歯
文
の
先

端
を
突
線
が
巡
る
。

　
鋳
あ
が
り
の
甘
さ
か
、
あ
る
い
は
鋳
造
後
の
研
磨
の
た
め
か
、
突
線
上
は

丸
み
を
帯
び
る
。
素
肌
面
は
鉦
の
周
囲
を
中
心
に
荒
れ
が
め
だ
つ
。

三
　
調
査
資
料
を
め
ぐ
る
問
題

（一

j
　
規
矩
鏡
の
位
置
づ
け

魏
晋
の
規
矩
鏡
群
　
以
上
に
紹
介
し
た
燕
下
都
玉
澤

「
吾
作
為
猫
型
」
撃
方

格
規
矩
鳥
撃
鏡
、
馬
庄
村
と
邸
各
繰
出
土
方
格
規
矩
鳥
文
鏡
、
西
田
里
村
出

土
円
圏
規
矩
下
文
鏡
（
以
下
そ
れ
ぞ
れ
馬
下
早
筆
、
馬
庄
村
鏡
、
単
位
庄
鏡
、

西
田
棊
村
鏡
と
よ
ぶ
）
は
、
い
ず
れ
も
福
永
の
い
う
「
特
異
な
規
矩
鏡
群
」

の
特
徴
を
そ
な
え
て
い
る
。
青
龍
三
年
美
方
格
規
矩
四
神
鏡
の
存
在
、
お
よ

び
西
里
初
期
の
墳
墓
か
ら
の
出
土
が
確
認
さ
れ
る
事
例
か
ら
、
こ
れ
ら
の
鏡

は
魏
お
よ
び
晋
代
の
製
品
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　
さ
て
こ
の
よ
う
に
資
料
数
の
増
え
た
い
ま
、
各
鏡
の
特
徴
を
検
討
し
て
み

る
と
、
こ
の
ま
と
ま
り
を
も
つ
鏡
群
を
い
く
つ
か
に
グ
ル
ー
プ
分
け
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
こ
の
鏡
群
で
は
鳥
文
を
主
文
と
す
る
も
の
が
多
い
が
、
そ
の
表
現
に
は
、

燕
下
都
鏡
の
よ
う
に
頭
部
を
前
に
向
け
羽
を
左
右
に
広
げ
た
姿
態
の
鳥
文
と

郡
各
庄
鏡
の
よ
う
に
、
羽
を
閉
じ
て
一
晃
後
ろ
に
ふ
り
向
く
姿
の
よ
う
に
み

え
る
恋
文
の
二
種
類
が
あ
る
。
前
者
は
、
方
格
規
矩
四
神
鏡
の
典
型
的
な
朱

雀
像
に
由
来
す
る
も
の
と
み
る
。
青
龍
三
年
銘
方
格
規
矩
鏡
や
京
都
府
椿
井

大
塚
山
古
墳
鏡
で
は
四
神
が
表
現
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
表
さ
れ
た
朱
雀
は

こ
れ
ら
の
鳥
文
と
ほ
ぼ
共
通
す
る
。
熊
本
県
向
野
田
鏡
（
富
樫
一
九
七
八
）

は
、
椿
井
大
塚
山
鏡
と
同
系
列
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
き
わ
め
て
よ
く
似
た
内

区
文
様
を
も
つ
が
、
主
像
は
鳥
文
に
統
一
さ
れ
て
い
る
。
後
者
は
や
や
特
異

で
あ
る
が
、
前
者
と
は
別
形
式
の
方
格
規
矩
四
神
鏡
あ
る
い
は
方
格
規
矩
鳥

文
鏡
の
図
像
に
起
源
が
あ
る
と
み
る
。
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河北省出土の魏晋鏡（福永・森下）

　
要
す
る
に
両
者
は
、
「
模
倣
」
の
対
象
と
な
っ
た
原
籍
を
異
に
す
る
と
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
前
章
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
邨
各
庄
鏡
と
遼
陽
三
揺
落
一

号
墓
鏡
（
図
1
1
2
）
、
西
田
暴
村
鏡
と
北
京
市
収
集
鏡
（
図
1
1
4
）
と

い
う
よ
う
に
き
わ
め
て
よ
く
類
似
し
た
例
が
複
数
存
在
す
る
。
こ
う
し
た
こ

図4　松林山古墳出土三角緑神獣鏡

と
か
ら
、
複
数
の
後
漢
代
方
格
規
矩
四
神
鏡
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
文
様
や
形

態
の
模
倣
の
仕
方
、
そ
の
継
承
過
程
を
異
に
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
系
列
の
存
在

を
想
定
で
き
る
（
森
下
一
九
九
八
）
。
資
料
の
少
な
さ
か
ら
い
ま
は
ま
だ
断

片
的
な
つ
な
が
り
し
か
み
え
な
い
が
、
日
本
の
彷
製
鏡
の
よ
う
に
、
原
毛
に

比
較
的
近
い
も
の
か
ら
、
次
第
に
省
略
・
変
形
が
進
ん
で
ゆ
く
と
い
う
流
れ

が
い
く
つ
か
あ
っ
た
も
の
と
み
る
。
さ
ら
に
資
料
が
増
加
す
れ
ば
、
型
式
学

的
な
検
討
に
よ
っ
て
お
の
お
の
の
年
代
的
位
置
づ
け
が
可
能
と
な
ろ
う
。

三
角
縁
神
獣
鏡
と
の
比
較
　
鎌
瀬
都
出
土
「
吾
作
甚
競
闘
」
町
方
格
規
矩
寄

文
鏡
で
も
っ
と
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
字
句
や
表
記
法
に
至
る
ま
で
一
致
す

る
銘
文
が
、
三
角
縁
神
獣
鏡
に
み
ら
れ
る
こ
と
だ
。
静
岡
県
松
林
山
古
墳
出

土
の
三
角
縁
神
獣
鏡
（
図
4
　
以
下
松
林
山
鏡
）
で
あ
る
（
後
藤
守
一
ほ
か

一
九
三
九
）
。

　
岡
村
秀
典
氏
は
両
者
は
書
体
な
ど
も
一
致
す
る
と
し
て
、
同
一
工
人
の
作

品
と
な
る
可
能
性
を
の
べ
た
（
岡
村
一
九
九
九
）
。
両
者
の
銘
の
類
似
性
は

明
ら
か
で
あ
り
、
「
作
」
「
鏡
」
「
保
」
「
奇
」
な
ど
の
字
体
の
く
せ
も
よ
く
似

　
　
　
　
　
①

て
い
る
（
図
5
）
。
た
だ
し
、
実
物
を
検
討
し
た
結
果
か
ら
は
、
燕
下
都
鏡

は
銘
文
の
表
出
が
甘
く
、
鋳
上
が
り
の
鋭
利
な
松
林
歯
鏡
と
筆
跡
レ
ベ
ル
で

の
比
較
は
む
ず
か
し
い
。
書
体
の
一
致
に
つ
い
て
も
、
同
一
工
人
と
断
ず
る

に
は
、
「
吾
」
の
四
画
目
ま
で
の
部
分
の
表
現
法
、
「
子
」
の
頭
部
を
丸
く
表

現
す
る
（
燕
下
都
鏡
）
と
逆
三
角
形
に
す
る
（
松
林
四
鏡
）
と
い
っ
た
相
違

（
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暑
崔
鯉
羨
蓮
録
立
り
．
徐
、
8
促
銀
緊
要
馨

悉
集
鰍
整
《
藩
勧
懲
壌
．
皐
甜
蹴
ッ
冨
轡
寒

露
。
掛
算
．
骨
縫
爺
音
楡
熟
勲
趨
爵
鍵
藩
　　　図5　銘文の比較

右：松林山鏡　中：燕下都鏡

左：彷製三角緑神獣鏡
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点
が
気
に
か
か
る
。
両
者
に
あ
る
線
表
出
の
説
文
が
、
表
現
を
異
に
す
る
こ

と
も
問
題
で
あ
る
。
松
林
山
鏡
で
は
神
像
の
脇
に
整
っ
た
表
現
の
鳥
文
が
表

さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
燕
下
都
鏡
の
や
や
粗
雑
な
表
現
の
蛭
子
と
違
い
が
大

き
い
。

　
こ
の
よ
う
な
細
部
の
違
い
は
あ
る
が
、
き
わ
め
て
特
異
な
銘
文
が
一
致
す

る
こ
と
が
持
つ
意
味
は
大
き
い
。
語
句
を
取
り
あ
げ
る
と
、
「
甚
」
、
「
保
子

玄
孫
」
と
い
っ
た
用
語
は
後
耳
鏡
に
例
が
少
な
く
、
三
角
縁
神
獣
鏡
と
そ
の

関
連
鏡
に
特
有
の
用
語
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
（
林
一
九
九
八
）
。
さ
ら

に
そ
の
中
で
も
「
蜀
錦
」
「
無
讐
」
と
い
っ
た
他
に
ほ
と
ん
ど
例
の
な
い
語

句
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
両
者
の
強
い
つ
な
が
り
を
示
す
。
同
一
工

人
と
は
断
定
で
き
な
い
ま
で
も
、
掛
鏡
の
製
作
工
人
が
近
い
系
譜
に
属
し
て

い
た
可
能
性
は
高
い
。

　
い
ま
ひ
と
つ
比
較
を
お
こ
な
っ
て
お
き
た
い
例
は
、
い
わ
ゆ
る
彷
製
三
角

縁
神
獣
鏡
の
中
の
一
組
で
、
佐
賀
県
谷
口
古
墳
、
福
岡
県
一
貴
山
銚
子
塚
古

墳
（
二
面
）
、
大
阪
府
ヌ
ク
谷
北
塚
古
墳
（
二
面
）
に
同
型
鏡
が
あ
る
彷
製

三
角
縁
三
神
三
獣
鏡
で
あ
る
。
こ
の
鏡
の
銘
は
、
従
来
よ
り
松
林
山
鏡
の
銘

を
写
し
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
同
歯
で
は
あ
る
も
の
の
、
全
文
字
が

反
転
し
、
「
奇
」
の
一
字
が
途
中
で
抜
け
、
文
の
末
尾
に
付
け
て
あ
る
。
そ

の
ほ
か
「
吾
」
の
字
形
や
金
偏
を
省
略
し
て
「
寛
」
と
記
し
た
点
な
ど
、
表

記
の
違
い
が
あ
る
が
、
書
体
は
や
は
り
類
似
す
る
（
図
5
）
。
ま
た
こ
の
鏡

の
内
属
に
突
線
で
表
さ
れ
た
鳥
文
表
現
を
み
る
と
、
松
林
山
金
よ
り
む
し
ろ

こ
ち
ら
の
方
が
案
下
落
花
と
共
通
す
る
風
が
あ
る
。
従
来
の
解
釈
の
よ
う
に

単
な
る
引
き
写
し
で
は
両
者
の
類
似
を
説
明
で
き
な
い
。
魏
晋
の
規
矩
星
群

と
彷
製
三
角
縁
神
獣
鏡
と
の
つ
な
が
り
を
も
示
す
材
料
と
な
る
だ
ろ
う
。
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図6　魏晋の規矩鏡（幽）と関連鏡（ム）の分布（収集地点をふくむ）

分
布
の
ま
と
ま
り
　
以
上
の
よ
う
な
鏡
群
の
中
国
で
の
分
布
を
検
討
す
る
と
、

遼
寧
省
に
一
面
、
河
南
省
に
～
面
み
ら
れ
る
ほ
か
は
、
い
ず
れ
も
河
北
省
と

北
京
特
別
市
の
出
土
品
で
あ
る
（
図
6
）
。
方
格
規
矩
鏡
川
以
外
で
も
、
北

京
市
大
営
村
出
土
鏡
な
ど
、
長
方
形
鉦
孔
を
そ
な
え
、
魏
晋
鏡
と
考
え
ら
れ

る
例
が
こ
の
地
方
に
集
中
し
て
み
ら
れ
る
（
北
京
市
文
物
工
作
隊
一
九
八

三
）
。
『
歴
代
円
鏡
紋
飾
嚇
の
よ
う
な
充
実
し
た
資
料
集
に
よ
っ
て
臼
に
つ
き

や
す
く
な
っ
た
と
は
い
え
、
現
状
で
河
北
省
に
多
数
分
布
す
る
状
況
は
見
逃

　
　
②

せ
な
い
。
洛
陽
周
辺
に
意
外
に
類
鏡
が
少
な
い
こ
と
、
「
同
出
三
州
」
銘
を

も
ち
、
三
角
縁
神
獣
鏡
と
の
つ
な
が
り
が
最
初
に
強
く
意
識
さ
れ
た
三
道
壕

苔
写
墓
鏡
以
降
、
遼
寧
省
か
ら
こ
の
種
の
鏡
の
出
土
し
た
事
例
が
知
ら
れ
て

い
な
い
こ
と
な
ど
に
も
注
意
し
た
い
（
東
北
博
物
館
一
九
五
五
）
。

　
こ
れ
ま
で
華
北
の
鏡
、
「
北
」
の
鏡
と
表
現
さ
れ
て
き
た
こ
の
鏡
群
の
製

作
地
は
さ
ら
に
限
定
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
河
北
省
は
曹
魏
が
初
期
の
根

拠
地
と
し
た
地
域
で
あ
り
、
そ
れ
と
関
連
し
て
製
作
工
人
が
存
在
し
た
可
能

性
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
二
）
紀
年
銘
魏
鏡
の
特
徴

「
五
年
」
銘
獣
首
鏡
の
位
置
づ
け
　
高
碑
店
市
で
収
集
さ
れ
た
獣
首
鏡
（
以

下
、
高
碑
店
鏡
と
呼
称
）
に
は
五
年
二
月
四
日
と
い
う
「
製
作
年
月
日
」
が

記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
元
号
部
分
が
省
略
さ
れ
て
い
る
た
め
、
時
期
比
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定
に
は
若
干
の
検
討
を
要
す
る
。

　
獣
翼
鏡
に
み
ら
れ
る
紀
年
銘
は
、
樋
口
隆
康
氏
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
永
寿
工
年
（
～
五
六
年
）
か
ら
光
和
元
年
（
一
七
八
年
）
の
後

漢
後
半
約
二
〇
年
間
に
ま
と
ま
る
一
群
と
、
甘
露
四
年
（
二
五
九
年
）
、
甘

露
五
年
（
工
六
〇
年
　
図
2
1
2
）
と
い
う
魏
末
期
の
一
群
に
大
き
く
二
分

さ
れ
る
（
樋
口
一
九
七
九
）
。
図
文
と
の
関
連
で
い
え
ば
、
全
体
の
表
現
が

簡
略
化
、
硬
化
す
る
の
に
加
え
て
、
前
者
が
糸
巻
形
の
内
側
に
銘
を
持
つ
の

に
対
し
て
後
者
は
急
撃
に
変
わ
る
こ
と
、
菱
上
文
帯
の
X
字
形
条
線
に
添
え

る
珠
点
が
、
前
者
で
は
片
側
に
あ
る
の
に
対
し
て
後
者
で
は
両
側
に
変
化
す

る
こ
と
、
後
者
は
糸
巻
形
先
端
の
警
世
形
内
部
に
珠
点
を
三
つ
描
く
こ
と
な

ど
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。
高
碑
店
鏡
は
明
ら
か
に
後
者
に
属
す
る
。

　
銘
文
の
点
で
も
、
高
碑
店
鏡
と
紀
年
銘
謡
講
の
関
連
は
深
い
。
高
碑
四
鏡
、

甘
露
四
年
獣
首
鏡
、
甘
露
五
年
獣
首
鏡
の
三
者
を
比
較
し
て
み
よ
う
。

　
　
高
説
霊
芝
　
　
五
年
二
月
四
日
右
尚
導
師
作
覚
清
且
明
君
宜
高
宮
位
至

　
　
三
公
保
筑
子

　
　
甘
露
四
年
鏡
　
甘
露
四
年
五
月
十
日
右
尚
方
手
作
寛
青
且
明
笛
至
三
公

　
　
□
宜
高
官
保
子
宜
孫

　
　
甘
露
五
年
鏡
　
甘
露
五
年
二
月
四
日
右
尚
方
師
無
謬
叢
雲
明
君
宜
高
官

　
　
位
至
三
公
保
明
子
孫

　
い
ず
れ
も
、
ほ
ぼ
同
じ
内
容
を
持
つ
同
系
の
類
似
銘
文
で
あ
る
が
、
高
碑

店
鏡
は
甘
露
五
年
鏡
に
よ
り
近
い
。
と
い
う
よ
り
、
甘
露
五
年
鏡
の
銘
文
か

ら
「
甘
露
」
と
末
尾
の
「
孫
」
を
除
く
と
高
弊
店
鏡
の
銘
文
に
な
る
の
で
あ

り
、
両
鏡
の
間
に
直
接
の
参
照
関
係
が
あ
っ
た
可
能
性
は
極
め
て
高
い
と
考

　
　
　
③

え
ら
れ
る
。
除
か
れ
た
三
字
の
う
ち
、
「
孫
」
に
つ
い
て
は
こ
の
部
分
の
字

配
り
が
窮
屈
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
記
す
余
地
が
な
か
っ
た
も
の
と
理

解
で
き
る
が
、
「
甘
露
」
は
書
き
出
し
部
分
で
あ
る
の
で
、
意
図
的
に
こ
れ

を
割
愛
し
た
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
銘
帯
部
分
の
径
は
甘
露
五
年
鏡
の
方

が
約
五
㎜
大
き
い
。
こ
の
こ
と
が
工
人
を
し
て
二
字
減
ず
る
対
応
を
と
ら
せ

た
可
能
性
は
あ
る
が
、
元
号
部
分
を
省
略
し
て
は
紀
年
銘
を
施
す
意
味
が
失

わ
れ
る
し
、
省
略
す
る
と
し
た
ら
日
付
部
分
を
除
く
選
択
も
あ
り
え
た
は
ず

で
あ
り
、
こ
の
辺
の
事
情
は
に
わ
か
に
は
理
解
で
き
な
い
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
高
碑
店
鏡
に
は
図
文
、
銘
文
、
長
方
形
鉦
鼓
、
煮
上
が

り
の
雰
乙
鳥
な
ど
の
点
で
甘
露
五
年
掛
と
の
強
い
類
似
性
が
う
か
が
え
る
こ

と
か
ら
、
こ
れ
が
魏
の
甘
露
五
年
置
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

「
右
尚
方
」
銘
に
つ
い
て
も
、
梅
原
末
治
氏
が
唐
の
『
通
典
獄
を
ひ
い
て
古

く
に
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
（
梅
原
一
九
二
二
）
、
左
右
中
三
尚
方
の
分
立

が
後
漢
末
か
ら
魏
晋
の
状
況
で
あ
る
こ
と
と
矛
盾
し
な
い
。

紀
年
鏡
か
ら
み
た
魏
鏡
の
特
徴
　
愚
智
店
鏡
の
公
表
に
よ
っ
て
、
魏
の
紀
年

鏡
が
確
か
に
魏
の
領
域
か
ら
出
土
す
る
こ
と
が
初
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
意

　
　
　
　
④

味
は
大
き
い
。
一
方
、
わ
が
国
で
も
こ
こ
五
年
の
う
ち
に
青
龍
三
年
鏡
が
二
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表1　魏紀年鏡一覧

年号 西暦 鏡式 出土地または所蔵 鉦孔形態

黄初2年 221 同向式神獣鏡① 大谷女子大学資料館 円

黄初2年 221 同向式神獣鏡① （伝）湖南省長沙 円

黄初2年 221 同向式神獣鏡② 2胡ヰヒ省署i；城三石こ里」敦14号墓 （半円）

A 黄初2年 221 同向式神獣鏡② 湖北省郡城630工区 （円）

グ 黄初3年 222 同向式神胃鏡③ （伝）漸江省紹興 半円

牛 黄初3年 222 同訓式神獣鏡③ スウェーデン王立博物館 （半円）

o
フ 出初3年 222 同墨池式神獣鏡 日本文化資料センター （円）

黄初4年 223 対三国神獣鏡④ 五島美術館 円

黄初4年 223 対置式神獣鏡④ 東京国立博物館 円

黄初4年 223 対置式神獣鏡④ 湖北省那城630工区 （半円）

一　　一　　幽　　一　　F　　鱒　　炉　　雫　　”　　幣　　P　　厚　　”　　？　　”　　厚
暫　　噛　　罰　　「　　冒　　■　　冒　　．　　冒　　．　　■　　冒　　■　　冒　　．　　．　　　　　　　　　　　　．　　－　　■　　幽

景初3年 239 王角緑神獣鏡 島根県神原神社古墳 長方

景初3年 239 画文そ｛搬1獣鏡 大阪府和泉黄金塚古墳 長方

B
グ
景初4年 240 盤龍鏡⑥ 京都府広峯15号墳 長方

ル 景初4年 240 盤龍鏡⑤ 辰馬考古資料館 長方

少 正始元年 240 三角緑神獣鏡⑥ 群馬県柴崎古墳 長方

正始元年 240 三角緑神獣鏡⑥ 兵庫県森尾古墳 長方

正始元年 240 三角緑神獣鏡⑥ 山口県竹島古墳 ワ

炉　　？　　「　　雫 ．　　一　　，　　，　　F　　劉　　雫　　，　　τ

青龍3年 235 方格規矩四神鏡⑦ 京都府大田南5号墳 長方

青龍3年 235 方格規矩凹神鏡⑦ 大阪府安満宮山古墳 長方

C 正始5年 244 癬文帯神獣鏡 賢島美術館 半円

グ 甘露4年 259 獣酋鏡　右尚方銘あり 五島美術館 長沼

牛 甘露5年 260 獣首櫓⑧右尚方銘あり 黒川古文化研究所 長方

プ 甘露5年 260 獣首回⑧右尚同日あり 書道博物館 半円

（甘露）5年 260 獣首鏡　右尚方銘あり 河北省高場店 長方

景元4年 263 規矩鏡　右尚方銘あり 五島美術館 長方

鏡式名のあとの丸囲み数字は同型鏡を示す

し
て
い
る
。
判
明
し
て
い
る
出
土
地
は
す
べ
て
中

国
で
あ
り
、
し
か
も
湖
南
省
長
沙
、
湖
北
省
都
城
、

内
聞
忌
門
興
な
ど
三
国
時
代
呉
の
領
域
か
ら
の
出

土
で
あ
る
。

　
B
グ
ル
ー
プ
（
景
初
お
よ
び
正
始
年
銘
を
持
つ

三
角
縁
神
獣
鏡
、
醐
文
帯
神
獣
鏡
、
盤
龍
鏡
）

　
魏
に
対
す
る
卑
弥
呼
の
第
一
國
目
の
朝
貢
と
関

連
の
あ
る
景
初
三
年
、
景
初
四
年
、
正
始
元
年
と

　
魏
の
紀
年
鏡
は
、
そ
の
特
徴
か
ら
大
き
く
三
グ

ル
ー
プ
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
（
表
1
）
。

　
A
グ
ル
ー
プ
（
黄
初
年
銘
を
持
つ
影
向
式
神
獣

鏡
、
対
置
式
神
獣
鏡
）

　
一
〇
面
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
内
訳
は
二
世
二

年
銘
が
四
面
、
三
年
銘
が
」
二
面
、
四
年
銘
が
三
三

で
あ
り
、
こ
の
な
か
に
は
四
種
の
同
型
鏡
が
存
在

面
出
土
し
、
確
認
で
き
る
魏
の
紀
年
鏡
資
料
は
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

内
外
合
わ
せ
て
二
十
五
面
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
新

資
料
の
登
場
に
よ
っ
て
、
魏
の
鏡
生
産
の
実
態
が

以
前
よ
り
も
は
っ
き
り
と
と
ら
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。

135　（135）



い
う
年
号
を
記
し
た
鏡
で
あ
る
。
現
在
七
繭
確
認
さ
れ
て
お
り
、
同
型
鏡
も

二
種
認
め
ら
れ
る
。
す
べ
て
日
本
の
右
墳
か
ら
の
出
土
で
あ
る
。

　
C
グ
ル
ー
プ
（
上
記
の
ニ
グ
ル
ー
プ
に
含
ま
れ
な
い
も
の
）

　
八
面
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
う
ち
同
型
鏡
が
二
種
あ
る
。
青
龍
三
年
、
正

始
五
年
鏡
の
ほ
か
は
甘
露
四
年
～
景
元
四
年
な
ど
魏
の
末
期
の
紀
年
を
持
つ
。

甘
露
四
年
獣
首
鏡
、
甘
露
五
年
車
首
鏡
、
身
元
四
年
規
矩
鏡
に
は
魏
の
富
営

工
房
で
あ
る
「
右
尚
方
」
の
銘
が
見
ら
れ
る
。
青
龍
三
年
鏡
は
日
本
の
古
墳

か
ら
出
土
、
上
述
の
（
甘
露
）
五
年
鏡
は
河
北
省
で
収
集
。

　
こ
れ
ら
三
グ
ル
ー
プ
の
う
ち
、
A
グ
ル
ー
プ
の
も
の
は
円
形
系
統
の
鉦
孔

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
B
C
グ
ル
ー
プ
は
長
方
形
鉦
孔
の
も
の
が
圧
倒
的
に

多
い
。
黄
初
年
銘
の
A
グ
ル
ー
プ
の
鏡
は
、
王
仲
殊
氏
の
綿
密
な
考
証
に

よ
っ
て
、
魏
の
年
号
を
持
つ
も
の
の
製
作
地
は
呉
の
領
域
で
あ
っ
た
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
（
王
一
九
九
～
～
）
、
こ
れ
ら
を
藩
邸
と
し
て
分
離
で

き
る
な
ら
、
長
方
形
鉦
孔
は
魏
鏡
に
顕
著
に
見
ら
れ
る
特
徴
と
し
て
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
近
年
新
た
に
出
土
し
た
青
龍
三
年
鏡
、
本
稿
で
紹
介
し

た
（
甘
露
）
五
年
鏡
な
ど
も
長
方
形
講
堂
を
持
っ
て
お
り
、
魏
鏡
と
長
方
形

鉦
孔
の
関
連
は
い
っ
そ
う
明
瞭
に
な
っ
て
き
た
と
い
え
る
。

　
ま
た
、
製
作
地
論
争
が
続
い
て
い
る
三
角
縁
神
獣
鏡
を
含
む
B
グ
ル
ー
プ

は
と
り
あ
え
ず
除
く
と
し
て
も
、
C
グ
ル
ー
プ
の
特
徴
か
ら
は
魏
の
鏡
づ
く

り
の
姿
勢
を
か
い
ま
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
青
龍
三
年
方
格
規

矩
四
神
鏡
や
甘
露
五
年
夏
首
鏡
の
よ
う
に
、
全
体
と
し
て
後
聖
代
の
同
種
鏡

の
大
き
さ
や
留
筆
を
よ
く
踏
襲
し
て
い
る
割
に
は
、
し
ば
し
ば
後
漢
鏡
の
図

文
の
原
則
を
逸
脱
し
た
部
分
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
宮
漏
規
矩
鏡
の
L

字
の
向
き
や
獣
心
鏡
の
糸
巻
形
内
の
風
諭
な
ど
は
そ
の
典
型
と
い
え
よ
う
。

こ
の
こ
と
は
、
た
ん
に
後
鬼
事
方
の
雲
鏡
伝
統
が
時
の
経
過
と
と
も
に
変
化

し
て
い
っ
た
と
い
う
よ
り
、
そ
う
し
た
約
束
事
を
十
分
理
解
し
な
い
工
人
が

こ
れ
ら
の
魏
鏡
製
作
に
携
わ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
魏
代
の
鏡
生
産
の
中
に
、
自
ら
の
新
し
い
様
式
を
積
極
的
に
生
む
こ
と
な

く
、
先
行
す
る
後
耳
鏡
の
表
面
的
な
模
倣
に
つ
と
め
る
姿
勢
が
認
め
ら
れ
る

こ
と
は
す
で
に
複
数
の
研
究
者
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る

（
立
木
～
九
九
四
、
車
崎
～
九
九
四
、
西
村
一
九
九
八
、
森
下
一
九
九
八
、

岡
村
一
九
九
九
）
。
こ
う
し
て
製
作
さ
れ
た
「
倣
古
鏡
扁
「
模
倣
鏡
偏
と
も
呼

称
さ
れ
る
典
型
的
な
魏
鏡
の
多
く
は
長
方
形
鉦
孔
を
有
し
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
鉦
孔
形
態
は
紀
年
銘
な
ど
を
持
つ
明
確
な
後
漢
鏡
に
は
顕
著
で
な
い
。

こ
の
こ
と
を
積
極
的
に
と
ら
え
る
な
ら
、
魏
鏡
生
産
の
か
な
り
の
部
分
が
、

遷
代
以
来
の
伝
統
的
鋳
鏡
工
人
の
系
譜
に
の
ら
な
い
新
興
の
、
あ
る
い
は
周

辺
地
域
の
青
銅
器
工
人
の
手
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
想
定
す
る
余

　
　
　
　
⑥

地
が
あ
ろ
う
。

①
図
5
の
拓
本
で
は
、
字
形
の
歪
み
や
点
画
が
十
分
表
出
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
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河北省出土の魏晋鏡（編永・森下）

　
あ
る
。
比
較
の
た
め
の
参
考
程
度
と
し
た
い
。
な
お
彷
製
三
角
縁
神
獣
鏡
の
銘
は

　
門
保
」
の
位
置
を
元
に
復
し
て
あ
る
。

②
資
料
報
告
の
粗
密
と
の
関
係
は
考
慮
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
裟
淑
蘭
先
生
に

　
よ
れ
ば
『
歴
代
若
輩
文
飾
隔
編
集
の
際
は
、
多
数
の
資
料
の
中
か
ら
バ
ラ
エ
テ
ィ

　
を
考
慮
し
て
掲
載
鏡
の
選
択
を
お
こ
な
わ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
り
、
結
果
と
し
て

　
こ
の
種
の
特
徴
的
な
鏡
群
が
多
く
掲
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

③
図
文
表
現
だ
け
で
な
く
、
門
師
」
「
作
」
「
清
」
「
君
」
な
ど
の
字
体
も
共
通
点
が

　
多
く
、
同
一
工
入
が
製
作
に
関
わ
っ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

④
　
高
碑
店
鏡
は
正
式
な
発
掘
講
査
に
よ
る
繊
土
で
は
な
く
、
地
元
で
保
管
さ
れ
て

　
い
た
も
の
を
河
北
省
文
物
研
究
所
の
管
理
下
に
遣
い
た
も
の
で
あ
る
。
出
土
場
所

　
や
出
土
時
の
状
況
は
不
明
で
あ
る
が
、
高
碑
店
市
あ
る
い
は
そ
の
周
辺
で
出
土
し

　
た
こ
と
は
認
め
て
よ
か
ろ
う
。

⑤
　
　
「
太
和
」
の
年
号
を
も
つ
神
獣
鏡
が
こ
れ
に
撫
え
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
様

　
式
的
に
は
呉
の
領
域
の
神
獣
鏡
で
あ
る
。

⑥
後
漢
末
の
混
乱
に
よ
る
生
産
量
低
下
に
対
処
す
る
た
め
に
、
本
格
的
な
鋳
鏡
経

　
験
を
有
し
な
い
周
辺
地
域
の
他
種
青
銅
器
工
入
た
ち
が
鏡
生
産
に
参
入
し
た
可
能

　
性
も
考
え
ら
れ
る
。

四
　
ま

と

め

　
今
回
の
調
査
と
検
討
の
成
果
を
三
点
に
ま
と
め
る
。

　
ま
ず
第
一
に
、
魏
晋
鏡
の
特
徴
を
、
中
国
出
土
資
料
に
よ
っ
て
確
認
し
た

こ
と
で
あ
る
。
文
様
の
細
部
、
鉦
孔
形
態
、
縁
部
の
傾
斜
端
整
、
鋳
上
が
り

の
状
況
な
ど
、
写
真
や
拓
本
か
ら
は
取
得
し
が
た
い
情
報
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
。
こ
の
鏡
群
は
基
本
的
に
「
倣
古
」
「
模
倣
」
に
よ
っ
て
つ
く
り
だ
さ

れ
も
の
と
考
え
ら
れ
、
文
様
や
形
態
は
、
モ
デ
ル
と
な
っ
た
鏡
式
の
違
い
に

左
右
さ
れ
る
と
こ
と
が
大
き
い
。
し
た
が
っ
て
鏡
群
全
体
に
通
じ
る
固
有
の

特
徴
を
抽
出
す
る
こ
と
が
む
ず
か
し
い
。
勤
評
、
縁
部
形
態
、
文
様
の
細
部
、

銘
文
の
表
記
法
な
ど
、
部
分
的
な
要
素
の
検
討
が
そ
れ
ら
を
識
別
す
る
こ
と

に
重
要
な
意
味
を
も
つ
。

　
第
二
に
、
そ
う
し
た
鏡
群
は
河
北
省
と
北
京
市
に
分
布
が
集
中
し
、
こ
の

こ
と
か
ら
も
魏
鏡
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
。
と
く
に
「
甘
露
五
年
」
と

復
元
で
き
る
紀
年
鏡
が
、
魏
の
紀
年
鏡
と
し
て
は
じ
め
て
魏
の
領
域
か
ら
の

繊
土
を
確
認
で
き
た
こ
と
は
大
き
い
。

　
第
三
に
、
こ
う
し
た
鏡
群
と
三
角
縁
神
獣
鏡
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
燕
下

都
鏡
の
「
吾
作
甚
濁
奇
」
銘
、
長
方
形
鉦
孔
な
ど
さ
ら
に
両
三
を
つ
な
ぐ
要

素
が
増
え
た
点
で
あ
る
。
そ
の
｝
方
、
こ
れ
ら
の
魏
晋
鏡
は
い
ず
れ
も
線
表

現
、
面
表
現
で
あ
り
、
浮
き
彫
り
風
の
表
現
を
主
体
と
す
る
三
角
縁
神
獣
鏡

と
は
特
徴
を
異
に
す
る
。
両
者
の
製
作
に
つ
な
が
り
が
あ
る
と
し
て
、
そ
の

間
に
は
な
ん
ら
か
の
「
飛
躍
扁
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
筆
老
ら
が
調
査
中
、
郭
瑞
象
所
長
は
、
河
北
省
か
ら
は
こ
れ
ま
で
に
約
六

千
面
の
銅
鏡
が
掲
新
し
て
い
る
と
語
ら
れ
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
今
圓
紹

介
し
た
公
表
資
料
は
、
こ
の
地
域
か
ら
出
土
し
た
膨
大
な
出
土
鏡
の
海
の
ご

く
ひ
と
し
ず
く
に
す
ぎ
な
い
。
今
後
の
さ
ら
な
る
資
料
の
探
索
と
検
討
が
待

た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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【
文
献
】

梅
原
宋
治
一
九
二
二
　
「
獣
首
鏡
に
就
い
て
」
噸
史
林
刷
目
七
巻
第
四
号
、
～
〇
九

　
1
＝
五
頁

王
仲
殊
一
九
九
二
　
　
『
三
角
縁
神
獣
鏡
』
（
西
嶋
定
生
監
修
、
尾
形
勇
、
杉
本
憲
司

　
濃
墨
）
、
学
生
社

岡
村
秀
典
一
九
九
九
　
　
学
童
角
縁
神
獣
鏡
の
時
代
幅
吉
川
弘
文
導

車
崎
正
彦
一
九
九
四
　
「
古
墳
と
後
漢
式
鏡
」
噸
倭
入
と
鏡
－
購
本
出
土
中
国
鏡

　
の
諸
問
題
一
隔
第
三
五
回
埋
蔵
文
化
財
研
究
集
会
、
五
…
頁

後
藤
守
一
・
内
藤
政
光
・
高
橋
勇
一
九
三
九
　
　
『
静
岡
県
磐
田
郡
松
林
山
古
墳
発
掘

　
調
査
報
告
臨
静
岡
県
磐
田
郡
御
厨
村
郷
土
教
育
研
究
会

立
木
修
一
九
九
四
　
「
後
漢
の
鏡
と
三
世
紀
の
鏡
一
楽
浪
出
土
鏡
の
評
価
と
踏
み

　
返
し
鏡
1
」
『
日
本
と
世
界
の
考
古
学
隔
岩
崎
卓
也
先
生
退
官
記
念
論
文
集
、

　
三
一
一
－
三
二
四
頁

趙
大
海
一
九
九
　
　
「
河
北
丁
寧
出
土
的
四
件
古
代
玉
出
扁
噸
文
物
春
秋
隔
　
九
九

　
一
－
二
、
河
北
省
文
物
研
究
所
、
九
五
頁

程
長
新
・
張
先
得
～
九
八
二
　
　
「
歴
尽
槍
二
重
放
光
華
－
北
京
黒
帯
選
古
代
青
銅

　
器
展
覧
簡
記
」
『
文
物
』
　
一
九
ハ
ニ
ー
九
、
文
物
出
版
社
、
二
四
一
三
三
頁

程
長
齢
・
程
瑞
秀
一
九
八
九
　
　
糊
銅
鏡
鑑
賞
臨
北
京
難
山
出
版
社

東
北
博
物
館
一
九
五
五
　
「
遼
陽
三
道
壕
両
座
壁
画
墓
豊
郷
理
工
作
簡
潔
」
『
文
物

　
参
考
資
料
輪
一
九
五
五
一
一
二
期
、
文
物
出
版
社
、
四
九
一
五
八
頁

富
樫
卯
三
郎
一
九
七
八
　
　
㎎
向
野
田
古
墳
撫
宇
土
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
二

　
集
、
宇
土
市
教
育
委
員
会

西
村
俊
範
一
九
九
八
　
「
写
さ
れ
た
神
仙
世
界
」
糊
月
刊
し
に
か
輪
第
九
巻
第
二
号
、

　
大
修
館
書
唐
、
八
六
－
九
四
頁

襲
淑
薩
編
一
九
九
六
　
　
『
歴
代
銅
二
丁
飾
懸
河
北
省
文
物
研
究
所

林
裕
己
一
九
九
八
　
門
三
角
縁
神
獣
鏡
の
銘
文
－
銘
文
～
覧
と
若
干
の
考
察
」

　
署
代
臨
第
一
〇
五
号
、
早
稲
田
大
学
考
古
学
会
、
四
九
i
七
四
頁

樋
口
隆
康
一
九
七
九
　
　
噸
古
鏡
撫
新
潮
社

樋
口
縫
康
一
九
九
八
　
　
噸
昭
覇
二
八
年
　
椿
井
大
塚
山
古
墳
発
掘
調
査
報
告
隔
京
都

　
府
山
城
町
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
二
〇
集
、
山
城
町
教
育
委
員
会

福
永
伸
哉
一
九
九
二
　
門
規
矩
鏡
に
お
け
る
特
異
な
一
群
」
『
究
斑
　
埋
蔵
文
化
財

　
研
究
ム
調
一
五
田
測
年
記
念
菰
灘
文
集
扁
、
　
二
旧
閣
九
－
二
五
よ
ハ
頁
。

福
永
伸
哉
一
九
九
六
　
「
舶
載
三
角
縁
神
獣
鏡
の
製
作
年
代
扁
噸
待
兼
山
論
叢
睡
第

　
三
〇
号
、
大
阪
大
学
文
学
部
、
…
1
二
二
頁

福
永
伸
哉
一
九
九
七
　
　
門
三
角
縁
神
獣
鏡
製
作
地
の
研
究
」
『
1
2
ボ
ー
ト
臨
第
四
～

　
号
、
山
陽
放
送
学
術
文
化
財
団
、
四
…
八
頁

福
永
伸
哉
一
九
九
八
「
華
北
東
部
地
域
の
三
国
時
代
銅
鏡
扁
㎎
東
ア
ジ
ア
の
古
代
文

　
化
睡
九
七
号
、
大
和
害
房
、
＝
四
1
＝
一
三
頁

北
京
市
文
物
工
作
隊
一
九
八
三
　
「
北
京
市
順
義
県
大
営
村
西
晋
墓
葬
発
掘
簡
報
」

　
噸
文
物
輪
一
九
八
三
一
十
期
、
文
物
出
版
社
、
六
～
1
六
九
頁

森
下
章
司
～
九
九
八
　
「
古
墳
時
代
前
期
の
年
代
試
論
」
噸
古
代
』
第
一
〇
五
号
、

　
早
稲
田
大
学
考
古
学
会
、
一
－
二
七
頁

横
島
勝
則
・
丸
山
次
鄭
他
～
九
九
八
　
　
『
大
田
南
古
墳
群
　
大
田
南
遺
跡
　
矢
田
城

　
跡
第
2
次
一
諾
5
次
発
掘
調
査
報
告
書
蝕
京
都
府
弥
栄
町
文
化
財
調
査
報
告
第
一

　
五
集
、
弥
栄
町
教
育
委
員
会

劉
紅
衛
・
王
智
貧
一
九
九
二
　
「
河
北
諸
山
発
現
背
膚
守
二
曲
矩
鏡
漏
『
文
物
春

　
秋
翫
一
九
九
ニ
ー
一
、
河
北
省
文
物
研
究
所
、
九
〇
頁

閻
楽
耕
・
邸
和
順
・
王
倹
・
関
環
露
一
九
九
二
　
門
河
北
省
寧
邸
各
庄
古
墓
清
理
簡

　
報
」
噸
文
物
春
秋
臨
一
九
九
ニ
ー
二
、
河
北
省
文
物
研
究
所
、
七
－
十
頁

【
図
版
・
挿
図
出
典
】

図
版
一
ー
ユ
、
一
一
1
1
・
3
、
図
3
1
1
・
5
・
6
　
河
北
省
文
物
研
究
所
提
供

図
版
一
…
2
・
3
、
図
3
1
2
・
3
　
撫
寧
県
文
物
保
管
所
提
供
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図
版
ニ
ー
2
、
図
3
1
4
　
盤
山
県
文
物
保
管
所
提
供

図
1
1
1
・
6
、
㎜
凶
2
－
－
　
非
双
編
｝
九
九
六

函
1
t
2
　
東
北
博
物
館
一
九
五
五

図
ユ
ー
3
　
劉
ほ
か
｝
九
九
二

園
－
一
4
・
5
程
・
程
一
九
八
九

図
2
1
2
　
黄
溶
編
隅
算
古
斎
古
鏡
集
景
隔
上
海
古
籍
繊
版
社

図
4
　
樋
口
一
九
七
九

（一

繼
縺
Z
）

　
図
5
1
右
　
財
団
法
人
　
東
洋
文
庫
蔵

　
図
5
1
中
　
襲
編
一
九
九
六

　
園
5
1
左
　
福
岡
県
一
貴
山
銚
子
塚
古
墳
　
京
都
大
学
総
合
博
物
館
蔵

福
永
伸
哉
（
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
助
教
授
　

森
下
章
司
（
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
助
手
　

河北省出土の魏晋鏡（福永・森下）
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